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Ⅰ-1 決算概要（連結損益計算書）

3

前第2四半期
2025/6

当第2四半期
2026/6

増 減 増 減 率

売 上 高 77,503 88,862 11,358 14.7％

売 上 総 利 益 8,551 10,998 2,446 28.6％

販 管 費 及び 
    一 般 管 理 費

4,955 5,178 222 4.5％

営 業 利 益 3,596 5,819 2,223 61.8％

経 常 利 益 3,802 6,074 2,272 59.8％

親会社株主に帰属
する中間純利益

2,555 4,380 1,824 71.4％

単位：百万円

前期繰越の大型民間建築工事案件を中心に、工程の遅延等も無く順調に工事進
捗したことに伴い、上期の完成工事高が大きく増加したことから、増収。
売上総利益は、売上高の増加、並びに順調な工事進捗と不採算工事の減少により
利益率が上昇し、増益。営業利益以下は、売上総利益の増加に伴い、前年同期比
で増加。

© 2026 Fukuda Corporation.

売上高・利益ともに、増収増益。



Ⅰ-2 決算概要（セグメント別売上高）
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単位：百万円

・全てのセグメント別売上高において、前年同期比で増加。
・特に建築工事は、大型の建築工事案件を中心に工事進捗が推移したことから、大幅に
増加。
・不動産事業は、子会社における販売実績により若干の増収。
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いずれのセグメントにおいても前年同期比で増加。

セグメント名
前第2四半期

2025/6
当第2四半期

2026/6
増 減 増 減 率

事

業

別

土木工事 31,310 32,158 848 2.7％

建築工事 39,348 49,114 9,765 24.8％

建設附帯 5,498 5,848 349 6.4％

不動産 1,013 1,392 379 37.5％

その他 333 348 15 4.6％

セグメント 小 計 77,503 88,862 11,358 14.7％

全社費用 - - - -

合計 77,503 88,862 11,358 14.7％



Ⅰ-2 決算概要（セグメント別営業利益）
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単位：百万円

・土木工事は、連結全体で利益率が上昇し、前年同期比で増加。
・建築工事は、大型の建築工事案件の高利益率が牽引し、前年同期比で大幅に増加。
・建設付帯は、内部取引売上の増加により、前年同期比で減少。
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建築工事は大幅に増加。

セグメント名
前第2四半期

2025/6
当第2四半期

2026/6
増減 増減率

事

業

別

土木工事 1,345 1,667 321 23.9％

建築工事 2,176 4,940 2,763 126.9％

建設附帯 △77 △923 △846 △1095.9％

不動産 205 186 △18 △9.2％

その他 24 25 0 3.6％

セグメント 小 計 3,675 5,896 2,220 60.4％

全社費用 △79 △76 2 3.1％

合計 3,596 5,819 2,223 61.8％



Ⅰ-3 決算概要（連結貸借対照表）
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前第2四半期
2025/6

当第2四半期
2026/6

増 減 増 減 率

流 動 資 産 104,770 115,221 10,451 10.0％

固 定 資 産 37,609 40,753 3,143 8.4％

      資 産 合 計 142,379 155,974 13,594 9.5％

流 動 負 債 49,401 55,356 5,954 12.1％

固 定 負 債 7,102 7,648 545 7.7％

      負 債 合 計 56,503 63,004 6,500 11.5％

純 資 産 85,875 92,969 7,094 8.3％

負債純資産合計 142,379 155,974 13,594 9.5％

自己資本比率 60.1％ 59.4％ △0.7％ －

単位：百万円

現預金、並びに売上債権の増加等により、資産合計が増加。
仕入債務は減少したものの未成工事受入金等の増加が影響して、負債合計は前年同期
比11.5％増加。
資産合計及び負債合計の増加により、自己資本比率は60.1％から59.4％に低下。
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自己資本比率が減少。



Ⅱ-1 通期業績予想【連結損益計算書】
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第2四半期実績において、売上高は当初業績計画値に対して50.6%の進捗率、各利益は80%
前後の進捗率となった。今後の売上高については、民間建築工事案件を中心とした順調な工事進
捗から当初業績計画値以上の増収が見込まれ、今後の利益についても、安全・品質の維持、順調
な工事進捗、不採算工事の減少による増益を見込み、売上高・各利益ともに上方修正を行うことと
なった。

当 初
業績計画値

修正後
業績予想値

増 減 増減率
当第2四半期
実 績

業績計画値
に対する
進捗率

修正後予想
値に対する
進捗率

売 上 高 175,600 190,500 14,900 8.5％ 88,862 50.6％ 46.6％

営 業 利 益 7,600 9,300 1,700 22.4％ 5,819 76.6％ 62.6％

経 常 利 益 7,800 9,600 1,800 23.1％ 6,074 77.9％ 63.3％

親会社株主に
帰属する当期
純利益

5,000 6,400 1,400 28.0％ 4,380 87.6％ 68.4％

当初業績計画値を売上高・利益ともに上方修正。
単位：百万円

© 2026 Fukuda Corporation.

※福田組単体の第2四半期受注実績及び受注予想についてはP9に記載



Ⅱ-2 配当・株主還元
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ROEは6%から7%台に増加する見通し。
また基本配当を引上げ、当初の期末配当予想から1株当たり10円増配し、1株当たり140円
を予定。配当性向は30%台で推移する見通し。

年間配当金予想140円：基本配当の引上げ。

© 2026 Fukuda Corporation.

（注）当社は、2026年７月１日を効力発生日として普通株
式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。その為、
上記の2026年期末配当予想140円は、株式分割前換算で
280円となります。



Ⅱ-３ 受注予想
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当 初
業績計画値

第２四半期時点
業績予想値

増 減 増減率
当第2四半期
実 績

業績計画値に
対する進捗率

連 結 172,500 172,500 － 0％ 93,970 54.5％

単 体 100,400 100,400 － 0％ 52,482 52.3％

当初業績計画値のまま、変更なし。

第2四半期時点の受注実績は、前年同期比では減少したが、当初計画値どおり順調に推移している。一
方で、依然として技術者、労働供給不足の課題を孕んでおり、下期の受注量の伸びは不透明であること
から、計画値は据え置く。

単位：百万円

© 2026 Fukuda Corporation.



Ⅱ-4 業績推移（参考）
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本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、本資料の発表日

現在において入手可能な情報から得られた判断に基づいており、実際の業績

は、様々な不確定要素により異なる場合がありますことをご了承ください。

連絡先：経営企画部 経営管理室 TEL 025-266-9111（大代表）
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